[bookmark: _Hlk11331912][bookmark: _GoBack]　朝鮮の初夏[footnoteRef:1] [1:  李光洙。『観光朝鮮』1940年7月清夏号。日本旅行協会朝鮮支部出版。「清夏隨想」という見出しがついている。　　] 


連 (れん)翹 (げう)とつゝじの朝鮮の春は束 (つか)の間 (ま)で、岩 (いは)躑 (つゞ)躅 (じ)が五月の日光にふさはしい花を着 (つ)けるやうになると朝 (てう)鮮 (せん)はもう初 (しよ)夏 (か)だ。もつとも地 (ち)方 (ほう)によつては、例 (たと)へば金 (こん)剛 (がう)山 (ざん)などでは、春と夏 (なつ)とが一度に來 (く)るやうな、つゝじと山 (やま)櫻 (さくら)と鈴 (すゞ)蘭 (らん)が一時に繚 (れう)爛 (らん)と咲き亂 (みだ)れては、また、よく、一晩 (ばん)の霜に無 (む)殘 (ざん)に打 (うち)萎 (しほ)れることもある。しかし京 (けい)城 (じやう)を中心にして云 (い)へば初 (しよ)夏 (か)は五月と共に來るものだ。
岩躑躅も、野 (や)生 (せい)藤 (ふじ)もさかりが過 (す)ぎて、朝鮮ライラツクが、白や藍 (あい)色 (いろ)に強 (つよ)い薰を放 (はな)つやうになれば、京城の街 (まち)には水色（朝鮮では玉色といふ）の、麻 (あさ)の裳 (チマ)を風に靡 (なび)かせ、強く糊 (のり)の利 (き)いた紗の上衣 (チヨゴリ)から汗ばんだ素 (す)肌 (はだ)を透 (す)かしてゐる女の姿 (すがた)が見られる。これは朝鮮の初 (しよ)夏 (か)のシムボルなのだ。
試 (こゝろ)みに杖 (つえ)を景福宮や昌 (せう)慶 (けい)苑 (えん)や、經 (きょう)學 (がく)院 (ゐん)の森に牽 (ひ)いて見るが好 (よ)い。旣に新 (しん)綠 (りよく)ではない、けやきや、とねりこの青 (あお)みの中 (なか)から高 (かう)麗 (らい)鶯 (うぐひす)の四綴音乃至五綴音の美 (うつく)しい歌 (うた)が聞 (き)かれるであらうし、もし辛 (しん)抱 (ぼう)強 (づよ)くその聲 (こゑ)の來 (く)る方 (ほう)を見守つてゐれば、黄 (こ)金 (がね)色 (いろ)に烏銅色の點 (てん)を配 (はい)した、高麗鶯が恐 (おそ)らく、女夫、實に優 (ゆう)美 (び)にしかもすばしこく、枝 (えだ)と枝との間を縫 (ぬ)うて唱 (よ)びつ、隨ひつ飛び行く姿 (すがた)も見られるであらう。
四季の中 (うち)で、朝鮮でもつとも美 (うつく)しいのは何 (な)んと言っても初夏だ。春 (はる)も秋も短 (みじ)かいが初夏といふべき時 (じ)期 (き)は長 (なが)い。四月の末 (すゑ)から、五月一杯 (ぱい)と六月の半 (なか)頃 (ごろ)までの丸二月間がそれで、この期 (き)間 (かん)には大 (たい)抵 (てい)晴 (せい)天 (てん)が續 (つゞ)き、花から、新 (しん)綠 (りよく)へ、新綠から、青 (あを)葉 (ば)へと實に鮮 (あざや)かに移 (うつ)って行く。人間も綿入から袷 (あはせ)へ、袷から、薄 (うす)物 (もの)の袷へ、そこからまた、麻 (あさ)物 (もの)へと、殆んどきちんきちんプログラムが進 (すゝ)んで行く。それに連 (つ)れて若 (わか)い心はふうわりと浮 (う)き氣 (ぎ)味 (み)となり、女は目 (め)立 (だ)つて美 (うつく)しさを增して來 (く)るのである。戀 (れん)愛 (あい)や結婚の九割 (わり)はこの時 (じ)期 (き)になされるのではないだらうか。
東京の或 (ある)友 (いう)人 (じん)は、五月の京城を一度 (ど)見 (み)たゞけで、それが忘 (わす)れられないといつては、五月になると京城に來 (き)たいとよく言 (い)つてゐるが、彼 (かれ)は朝鮮の美 (び)の眞髓 (しんずい)に接 (せつ)したのだ。
これは朝鮮の気 (き)候 (こう)の特 (とく)殊 (しゆ)性 (せい)からであらう。春夏秋冬の四季の移 (うつ)り代 (かは)りがはつきりす (ママ)ることゝ[footnoteRef:2]、春 (はる)から夏への變 (へん)化 (くわ)の期間が永 (なが)くて、種々の色 (しき)彩 (さい)や温度の階 (かい)段 (だん)が、鮮 (あざや)かに繰 (く)り展 (ひろ)げられることによるのだらう。 [2:  「はっきりする」は「はっきりしている」の誤り。李光洙の日本語文には現在進行形を現在形にする傾向が見られる。] 

第一日光と空 (そら)色 (いろ)からして、實に度 (ど)を過 (す)ぎる程 (ほど)鮮明 (せんめい)であって、うらゝかとは、朝鮮の五月六月の日 (につ)光 (くわう)のことではないだらうか。大 (たい)氣 (き)には殆 (ほとん)んど水 (すい)蒸 (ぜう)氣 (き)がない程 (ほど)で、或る英國の詩 (し)人 (じん)の如 (ごと)きは、朝鮮の五月の空 (そら)と日光は餘 (あま)りに刺 (し)激 (げき)が強 (つよ)くて、神經 (しんけい)が痛 (いた)い程だと眩 (まぶ)しさうな眼付きで、碧玉色の京城の空をちらつと見 (み)るのであつた。彼 (かれ)は、少 (すくな)くも三年に一年位は、英國の霧 (きり)深 (ふか)い、どんよりとした空 (そら)の下で住 (す)まなくては、生命 (いのち)が續 (つゞ)くまいと、冗 (ぜう)談 (だん)ではなく、眞面目 (まじめ)に、さう言 (い)つてゐた。五月の空は朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)自 (じ)身 (しん)にも、確 (たし)かに一種の興 (こう)奮 (ふん)を與 (あた)へる。英國人のやうな光の薄 (うす)い國民には上 (じやう)氣 (き)させる程の刺 (し)激 (げき)なのだらう。
京城の初夏の傅 (でん)統 (とう)的 (てき)味 (み)覺 (かく)としては、鮮魚では、蛤 (はまぐり)に、ぐち (ゝゝ)に、さうして野 (や)菜 (さい)では春菊とちさ (ゝゝ)であらう。蛤は主 (おも)に生酥 (きず)にして食 (た)べるものだが、吸物として、又は貝 (かい)殻 (がら)の儘 (まゝ)焼 (や)いても食 (た)べる。おいしい點では最 (さい)後 (ご)の方が白 (はく)眉 (び)だ。
ぐち (ゝゝ)はさしておいしい魚 (さかな)ではないが、朝鮮の西海岸の住 (ぢう)民 (みん)のためには晩 (ばん)春 (しゆん)初 (しよ)夏 (か)になくてならぬものだ。冬 (ふゆ)の明太魚に比 (くら)ぶべきものである。吸物、鹽 (しほ)焼 (やき)、甘 (あま)煮 (に)になるものであるが、又 (また)鹽 (しほ)漬 (づけ)にしては冬 (ふゆ)の漬物 (キムチ)の調 (てう)味 (み)料 (れう)となり、干乾にして、夏 (なつ)中 (ちゆう)淡 (たん)泊 (ぱく)な副 (ふく)食 (しよく)物 (ぶつ)として大衆的である。明太や、鯖 (さば)や、ぐち (ゝゝ)こそは、朝鮮の住 (ぢう)民 (みん)のために神 (かみ)から與 (あた)へられたものである。
五月も過 (す)ぎて、ゆすら (ゝゝゝ)が眞紅 (まつか)に熟 (じゆく)する頃、「ジユンチ」と云ふ小 (こ)骨 (ぼね)の多い、その癖 (くせ)馬鹿 (ばか)においしい魚が現 (あらは)れる。これも季節物だ。「ジユンチ」にして若 (もし)小 (こ)骨 (ぼね)がなかつたら、平 (へい)民 (みん)の食 (しよく)膳 (ぜん)には上 (のぼ)らんだらうと言 (い)はれる程 (ほど)おいしいものだ。これも吸物や鹽 (しほ)焼 (やき)にして食 (た)べるが、その刺 (さし)身 (み)は非常に賞 (せう)用 (よう)される。また鹽 (しほ)漬 (づけ)にして、ぐちの後 (あと)を繼 (つ)ぐものである。
ゆすら (ゝゝゝ)はさして味 (あぢ)の好 (よ)い果物ではないが、その色や柔 (やは)らかさに魅 (み)力 (りよく)がある。これを搾 (しぼ)って、清冽な冷水と蜂蜜 (はちみつ)を加へたものは、優 (まさ)に初夏の視 (し)覺 (かく)と味 (み)覺 (かく)とを同時に喜 (よろこ)ばせることが出來る。美人が涙 (なみだ)を落すのを、「ゆすら (ゝゝゝ)を採 (と)る」といふのであるが、これ程 (ほど)朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)はゆすら (ゝゝゝ)に對 (たい)して、一種の愛 (あい)着 (ちやく)を感じる。
鳥では高麗鶯が、斷 (だん)然 (ぜん)初 (しよ)夏 (か)の女王であるが、朝鮮の如何 (いか)なる地 (ち)方 (ほう)へ行つても、聴 (き)かれる、山鳩の悲 (かな)しい訴へや「ポクギ」鳥の慟哭 (どうこく)といはうか絶叫 (ぜつけう)といはうか、帛を裂く鳴聲 (めいせい)も朝鮮の初 (しよ)夏 (か)のソプラノ‐ソロと云 (い)はねばならぬ。
雲雀 (ひばり)は晩 (ばん)春 (しゆん)初 (しよ)夏 (か)よりも、朝鮮では寧 (むし)ろ眞 (ま)夏 (なつ)によく聞 (き)かれるやうだ。僕は五月の始め頃、北 (ほく)漢 (かん)山 (さん)の麓 (ふもと)で、とても愉快に唄 (うた)つてゐる雲雀を聽 (き)いたことがあるが、これは寧 (むし)ろ珍 (めづら)しいことではないだらうか。八月の下 (げ)旬 (じゆん)頃 (ごろ)、楡岾寺から、高城に向 (むか)つて來 (き)た時 (とき)、殆んど一日中、雲雀の聲 (こゑ)の中を歩いたことがある。しかし京 (けい)城 (ぜう)近 (きん)邊 (ぺん)では、晩春初夏に聞 (き)かれるものは、朝鮮語で巫鳥 (ムダンセ)といふ雲雀 (ひばり)の一種だ。これは胸 (むね)が淡紅色で、燕 (つばめ)のやうな身體 (からだ)をしてゐる、小さい鳥 (とり)で、聲は普 (ふ)通 (つう)の雲雀よりも、高音 (たかね)で、雲雀 (ひばり)と鶯 (うぐひす)の合の子といつたやうな唄 (うた)ひ方 (かた)をする鳥だ。北漢 (ほくかん)山麓 (さんろく)の部落では子供達にも馴染 (なじみ)の歌手だ。
さて六月、即ち舊暦 (きうれき)の五月になつて、娘達が端午 (スリ)のお節 (せつ)句 (く)の晴 (はれ)着 (ぎ)で、鞦韆に集まる頃 (ころ)となると、朝鮮に五月雨 (さみだ)れる[footnoteRef:3]。そして艾餅やにべ (ゝゝ)等が京城人のお膳に登 (のぼ)るやうになると、もう初 (しよ)夏 (か)ではなくて眞 (ま)夏 (なつ)だ。田 (た)植 (うゑ)時 (どき)だ。 [3:  「五月雨れる」は「五月雨が降る」の意。] 

山の植樹がもつと延 (の)びたら朝鮮の初 (しよ)夏 (か)はもつと美 (うつく)しいものになることゝ思 (おも)ふ。今日 (こんにち)では京城その他 (た)大 (だい)都 (と)市 (し)附 (ふ)近 (きん)では樹相があまりに單 (たん)調 (てう)で、新綠の色合の複雜 (ふくざつ)さが乏 (とぼ)しい。それに樹木が茂 (しげ)るやうになつたら小鳥も殖 (ふ)えることだらう。私は今 (いま)より二三百年後の朝 (てう)鮮 (せん)の初夏を樂 (たの)しみとしてゐる。その時 (とき)の京 (けい)城 (じやう)はすばらしいものになりさうな氣 (き)がする。殊 (こと)に北 (ほく)漢 (かん)山 (さん)は立派な森林 (しんりん)になることであらう。赭 (あか)茶 (ちや)けた山 (やま)の姿 (すがた)が見られなくて淋 (さび)しいといふものもあるだらうか。（作家）（『観光朝鮮』1940年7月）
